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［最寄駅］ 小田急線 梅ヶ丘北口  徒歩5分
小田急線 豪徳寺駅／東急世田谷線 山下駅  徒歩8分
京王井の頭線 東松原駅  徒歩14分
小田急バス 松原  徒歩1分
東急バス 梅ヶ丘駅  徒歩5分

［駐車場］ 午前8時30分～午後10時30分  100円／20 分
※身体障害者手帳等の所持者が乗車の場合、
　初期救急診療所・休日夜間薬局利用の場合は無料。

交通案内

世田谷区立
保健医療福祉総合プラザ

所在地　〒156-0043 世田谷区松原 6-37-10
電　話　03-6379-4301
F A X　03-6379-4305
https://www.setagaya-sougouplaza.jp

施設開設　令和2年4月1日

世田谷育ちの野菜に触れながら、手作
り紙芝居で食育あそび

令和3年度の事業活動 2021
　世田谷区立保健医療福祉総合プラザは、地域福祉の取組みを推進する複合施

設として様々なイベントや事業を実施しています。

　令和3年度は、うめとぴあ内の各施設・事業所との連携事業の充実に取り組

むとともに、新たな区民参加の機会を創出しました。また、世田谷区の新型コ

ロナウイルス感染症対策の一環として、施設の一部が区民や医療従事者のワク

チン集団接種会場になりました。このことにより、多くの区民の皆さんに新しい

この施設を知っていただくきっかけにもなりました。

令 和３年 度

事業活動のご報告
世田谷区立
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　館内には貸出施設として、区民活動支援

会議室、研修室、実習室があります。令和

3年度の利用者満足度調査では「好ましい受

付対応で研修室も明るく気持ちよく利用して

いる」「きれいに清掃されていて良い」など

の声があり、今後も快適に利用していただ

けるよう取り組んでいきます。

貸出会議室等の運営

　令和3年4月以降、区民や医療従事者への

新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場

として研修室等を転用し、世田谷区や世田

谷区医師会による多数の方へのワクチン接

種が行われ、ワクチン接種の推進に大きく貢

献しています。ゆとりある空間を活かし、落

ち着いて接種が受けられるよう会場の円滑な

運営を支援するとともに、待機ス

ペースでは様々な事業の掲示や

チラシ配布、動画映写等による

広報活動も行っています。

ワクチン集団接種会場への協力

令和3年10月5日開催の
「こころを表現するコラージュ」

　息抜きをしたい、誰かと楽しみを共有したいな

ど、日常的に抱え込みがちな心と体の不調をほ

ぐすため、絵画や音楽等の様々な分野の講師に

よる独自のプログラムを通じて自分の状態を再確

認できるイベントとして実施しています。参加者

からは「すっきりした」「久しぶりに没頭できた」な

どの声がありました。

開催日　毎月第3金曜（祝日・年末年始を除く）

　　　　午後1時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

地域でつながる〜なんでも話そう〜
ここからカフェ

　地域で活動を始めたい人を後押しし、積極的

に活動する団体「せたがや生涯現役ネットワーク」

の代表者を招いて、地域で活躍するきっかけとな

ったできごとや活動を継続するコツ等の興味深

い話を語ってもらいました。

開催日　令和3年11月30日

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

新しい仲間と感じるいつもと違う世田谷の風
せたがや生涯現役カフェ

生涯現役世代が地域の人と人をつなぐ
役割を担っています

　施設利用者や地域の方々の憩いと交流

の場として、喫茶室を運営しています。利

用者の声に応え、季節ごとの限定デザート

やドリンク等、多彩なメニューを提供して

います。各施設・事業者との共催でイベン

トや生演奏イベントを開催するなど、サー

ビスの向上に努めているほか、障害者の

就労支援の場としての雇用に積極的に取り

組んでいます。

営業時間　月曜～金曜（祝日・年末年始を

除く）午前9時～午後4時

季節ごとの
新メニューの開発や
多彩なイベントを実施

ふれあいカフェ うめとぴあの魅力は
居心地の良さとスタッフの対応

区民活動支援会議室 調理実習室

生演奏で
くつろぎのひととき

写真展の開催も

連携事業の推進

会場の様子
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総合プラザ

保健・医療・福祉の拠点

うめとぴあ

　食べることは生きることの原動力。小さいうち

から五感を使って食べ物に触れ、生きる力を育

んでもらおうと、食に関する絵本の読み聞かせ

や家庭でできる食育あそびを紹介しました。

開催日　令和3年12月21日

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

作って、食べて、遊んで！ ゆっくり子育て
絵本で楽しむ食育カフェ

福
祉
施
設
や
関
係
団
体
と
の
つ
な
が
り

　世田谷区内にある障害者施設の自主生産品の

販売会を行っています。パンや焼き菓子を中心

に野菜や生活用品等を販売しています。近隣の

方に販売会の開催日が定着して賑わい、売り切

れになることもあります。

開催日　毎月第２・第４火曜（祝日・年末年始を

除く）午前11時30分〜午後1時30分

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

できたてパンや焼き菓子を販売
障害者施設生産品販売会

　ふれあいカフェ うめとぴあでは、カフェ営業

と合わせて、障害者施設で作られた焼き菓子を

販売し、障害者の就労支援に取り組んでいます。

クッキーやパウンドケーキ等、種類も多く、飲み

物と一緒に購入し、カフェで過ごすひとときを美

味しく彩ります。

クッキーやパウンドケーキが人気
障害者施設の焼き菓子販売

　NPO法人世田谷区聴覚障害者協会との共催

で、カフェでお茶を飲みながら手話で歓談しま

す。テーブルを囲んで気兼ねなく過ごせる場所

を提供しています。

開催日　毎月第1木曜日

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

気兼ねなく会話を楽しむ時間
ろう高齢者サロン

　認知症の当事者と一緒に制作した大き

な木。幹に茂るたくさんの葉の一葉一葉

には、多くの人から寄せられた認知症の

当事者やその家族に向けた温もりのある

メッセージが記されています。

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

　　　     で常時展示

認知症の当事者やその家族へのメッセージ
にんさぽの木

　障害者支援に必要な福祉用具の

展示や、福祉用具に関する相談がで

きるイベントを年1回開催しています。

令和3年度初の試みとして、東京リハ

ビリテーションセンター世田谷による

「介護・障害福祉のよろず相談」も同

時開催しました。

開催日　令和4年1月25日

場　所　総合プラザ1階

　　　   （区民活動支援会議室、実習室等）

支援に必要な福祉用具を展示・相談
福祉用具展示相談会

　ダウン症の書家として知られる金澤翔子さん

の力強い作品「感謝」を、写真家の内田雅子さん

が撮影した金澤翔子さんの写真とと

もに展示し、好評を博しました。

開催日　令和3年12月1日〜24日

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

カメラマン内田雅子写真展
金澤翔子の世界

　令和3年度の利用者満足度調査によると、

ふれあいカフェ うめとぴあ全体の雰囲気

に対しては、回答者の91％がとても良い・

良いと評価が高く、スタッフの対応につい

ても88％が同様に評価しています。「エン

トランスフロアにはコーヒーの良い香りが

漂い、人が丸テーブルでくつろいでいる

風景は温かい。ゆったり見渡せる風景が

ありがたい」「いつも心地よく利用してい

ます。スタッフの方も親切で感じ良く、そ

れはいつ来ても変わりません」などの声が

ありました。また、「障害のある方を採用

されていて、一生懸命働いている姿に心

が和んだ」「パウンドケーキやクッキーが

買えるのが良い」など、協働への理解や商

品への好意的な意見が寄せられました。
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場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

気兼ねなく会話を楽しむ時間
ろう高齢者サロン

　認知症の当事者と一緒に制作した大き

な木。幹に茂るたくさんの葉の一葉一葉

には、多くの人から寄せられた認知症の

当事者やその家族に向けた温もりのある

メッセージが記されています。

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

　　　     で常時展示

認知症の当事者やその家族へのメッセージ
にんさぽの木

　障害者支援に必要な福祉用具の

展示や、福祉用具に関する相談がで

きるイベントを年1回開催しています。

令和3年度初の試みとして、東京リハ

ビリテーションセンター世田谷による

「介護・障害福祉のよろず相談」も同

時開催しました。

開催日　令和4年1月25日

場　所　総合プラザ1階

　　　   （区民活動支援会議室、実習室等）

支援に必要な福祉用具を展示・相談
福祉用具展示相談会

　ダウン症の書家として知られる金澤翔子さん

の力強い作品「感謝」を、写真家の内田雅子さん

が撮影した金澤翔子さんの写真とと

もに展示し、好評を博しました。

開催日　令和3年12月1日〜24日

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

カメラマン内田雅子写真展
金澤翔子の世界

　令和3年度の利用者満足度調査によると、

ふれあいカフェ うめとぴあ全体の雰囲気

に対しては、回答者の91％がとても良い・

良いと評価が高く、スタッフの対応につい

ても88％が同様に評価しています。「エン

トランスフロアにはコーヒーの良い香りが

漂い、人が丸テーブルでくつろいでいる

風景は温かい。ゆったり見渡せる風景が

ありがたい」「いつも心地よく利用してい

ます。スタッフの方も親切で感じ良く、そ

れはいつ来ても変わりません」などの声が

ありました。また、「障害のある方を採用

されていて、一生懸命働いている姿に心

が和んだ」「パウンドケーキやクッキーが

買えるのが良い」など、協働への理解や商

品への好意的な意見が寄せられました。
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　失語症会話パートナーや、失語症者向け意思

疎通支援者が会話をサポートする集いを開催して

います。言語聴覚士やソーシャルワーカーも参加

して、失語症のある方やその家族、支援者が安

心して会話を楽しめるひとときを提供しています。

対　象　世田谷区在住で失語症のある方とその

家族、支援者

開催日　毎月第３水曜　午後2時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

安心して会話を楽しめるひとときを
失語症サロン

　専門相談課とNPO法人世田谷区視力障害者福

祉協会の協働により、点字をやさしく紹介し、楽

しく練習します。視覚障害のある方の生活やサ

ポート方法等も学べる場です。

対　象　世田谷区在住の方

開催日　毎月第３火曜　午後2時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

視覚障害者が点字を紹介、楽しく練習
点字カフェ

参加方法をわかりやすく掲示 名前や住所を点字打刻して、講師が確認

　「健康度測定」は、医学的検査や体力

テスト、食生活、活動状況、ストレスチ

ェック等の生活状況調査の結果と、長

年蓄積したデータに基づき、こころとか

らだの両面からその人に合った健康づく

りをアドバイス。医師による総合判定を

もとに運動指導員や管理栄養士、保健

師と連携し、健康生活を提案します。こ

れらのデータを基に、健康づくりのヒン

トをホームページで紹介しています。

　また、「がん」に関する相談や、気持

ちが不安になったときの「こころ」の相談

を専門相談員やピア相談員が対応する

とともに、がんやこころの健康に関する

「情報コーナー」を設置しています。

　障害者相談支援事業では、関係機関

と連携しながら、様々な専門職が多様

なニーズに対応しています。

測定結果に基づく健康づくりを個別指導
区民の必要とする様々な相談にも対応

保健センターの
キャラクター「げんき人」

　区民のこころとからだの健康づくりを支援するため、様々なスタッフが専門性を生かし、日々
の運営にあたっています。また、検診をはじめとするがん対策事業や、地域の医療機関の後
方支援として、保険診療によるMRI•CT検査等の各種精密検査を行っています。専門相談機関
として、障害者専門相談、乳幼児育成相談、高次脳機能障害相談支援も実施しています。

世田谷区立保健センター
専門スタッフが健康づくりや障害に関する相談支援に対応

http://www.setagayaku-hokencenter.or.jp/

　認知症ボランティアの活動「せたがやオレン

ジハートアクション（せたOHA）」において企画

し、開催しています。誰でも参加でき、地域の

人と人をつなぐきっかけづくりにも貢献。医療

介護の専門職による身の回りの困りごと等の相

談もできます。

対　象　どなたでも

開催日　偶数月開催

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ　等

地域の認知症ボランティアが企画開催
オレンジカフェ

　認知症の当事者やその家族、関係者、一般の

参加者がタスキをつないでゴールをめざすイベン

トで、世田谷区で初めて開催しました。希望丘公

園をスタートし、烏山川緑道を歩いて総合プラザ

をめざすコースを設定し、近隣のあんしんすこや

かセンター等からの参加もありました。

開催日　　令和3年10月23日

参加人数　約60人

認知症の人と参加者でタスキをつなぐ
RUN伴（ランとも）せたがや

「せたOHA」スタッフと取り組む居場所づくり保健センターのスタッフも準備運動や走行中の運動指導・
見守りで連携

　高齢者の4人に1人は認知症またはそ

の予備軍と言われています。令和2年度

に当センターの認知症初期集中支援チー

ムが携わった事例は110事例。6か月間

の訪問を通して、「認知症のご本人がどの

ような生活を望んでいるか」といった思い

を確認し、住み慣れた地域で暮らし続け

るために、早期対応・早期支援を行いま

す。本人が希望するこれからの生活に向

けて、周りの人の理解が求められます。

　今後も、地域での活躍が期待される

認知症ボランティアグループによる「せた

OHA」の活動を支援し、定期的に認知症

カフェを開催していきます。認知症の当

事者やその家族が安心して出かけられる

居場所づくりを通して理解が深まること

で、穏やかに暮らし続けられると私たち

は考えています。

支援チームで110の事例に対応
認知症カフェで居場所づくりも

世田谷区認知症在宅生活
サポートセンター管理者
永野富美子

　認知症になってからも住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる世田谷をめざして、訪問
サービスによる在宅支援や介護家族の支援、認知症ケアに関する情報の収集や発信等を行っ
ています。あんしんすこやかセンターやケアマネジャー等からの相談や事例検討を通じたスーパ
ービジョン（継続的な訓練で専門的な技術を向上させること）の実施、専門職や区民人材の育
成と活動支援も行い、認知症施策の専門的かつ全区の拠点の役割を担っています。

世田谷区認知症在宅生活サポートセンター
認知症になってからも安心して暮らせる世田谷に

https://setagaya-ninsapo.jp/

　NPO法人世田谷区聴覚障害者協会の方を講師

に迎え、手話に関する初めの一歩を楽しく学ぶ手

話カフェを開催しています。令和3年度の開催では、

あいさつや数字、指文字等を教わり「コミュニケー

ションは『手話』『口話』『筆談』『身振り』そしてな

により、『心』が大切」という表情豊かな講師からの

言葉に、会場はやさしい空気に包まれていました。

対　象　世田谷区在住の方

開催日　毎月第２火曜　午後2時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

楽しく初めの一歩
手話カフェ

　専門知識・技術、経験に基づいて、一人ひと

りの人生に寄り添い、尊厳を支える介護の仕事。

介護従事者への敬意と感謝を表するための写真

展を開催しました。ポートレートには、従事者自

身の言葉が添えられ、来場者からは「介護の仕事

は人々の尊厳を支え、尊くクリエイティブな仕事と

いうことがわかった」という声が寄せられました。

開催期間　令和3年9月6日～10月6日

場　所　　ふれあいカフェ うめとぴあ

介護の仕事の魅力を自らの言葉で発信
KAiGO PRiDE in Setagaya写真展

継続的に通う人も多い手話カフェ カフェでお茶を楽しみながら仕事について語り合う様子も

　少子高齢社会が進展し、福祉人材不

足が深刻ななか、福祉の理解、人材発

掘、各種研修、事業所の活動支援等に

取り組んでいます。

　成城から移転し、新たな研修事業の

環境が整ったところでコロナ禍となり、事

業の実施方法を見直し、研修や就職面

接会にいち早くオンライン開催を取り入

れました。研修受講者からは、「繰返し

学べる」「時間を有効に使える」と大好評

で、受講者も大幅に増えました。また、

ホームページで誰でも視聴できる感染症

対策等の公開講座も実施しています。

　大学・事業者・区民・行政が一堂に

会するユニークな「せたがや福祉区民学

会」を毎年大学で開催しています。こちら

もオンラインで開催したので、ぜひホー

ムページをご覧ください。

年間90本を超えるオンライン研修　
誰でも学べる公開講座も実施

世田谷区福祉人材育成・
研修センター長
瓜生律子

　福祉の理解の推進と世田谷区の福祉人材の確保・育成・定着に総合的に取り組み、併設の
研修室や介護実習室、調理実習室を活用し、専門知識や技術の向上に向け各種研修を実施し
ています。ハローワーク等と連携し、区内福祉事業所への就職・相談面接会や介護施設見学
会の開催、また、福祉事業所の介護ロボット・ICT等先駆的な取組みの調査・研究も行ってい
ます。小・中・高校生夏休み福祉体験や手話カフェ、写真展等も実施しています。

世田谷区福祉人材育成・研修センター
福祉人材の確保・育成・定着支援を総合的に推進

https://www.setagaya-jinzai.jp/

定期発行物　
「じんざいくん便り」

偶数月発行

健康情報紙　
「げんき人」 年4回発行

プ
ラ
ザ
内
施
設
と
の
連
携

機関誌
「世田谷区にんさぽだより」

年4回発行

診療時間（受付時間は終了時間の30分前まで）

月曜～金曜　　　　　　小児科のみ　　午後7時30分～午後10時30分

土曜　　　　　　　　　小児科・内科　午後5時～午後10時

日曜・祝日・年末年始　  小児科・内科　午前9時～正午、午後1時～午後10時

開局時間

月曜～金曜　　　　　   午後7時30分～午後10時30分

土曜　　　　　　　　  午後5時～午後10時

日曜・祝日・年末年始　午前9時～午後10時

　防火に関する広報を積極的に推進していることが評価され、

令和3年11月5日に東京消防庁世田谷消防署から感謝状を贈

呈されました。令和3年5～6月に消防署・警察署と連携し、

防火・防災に関する来館者へのパンフレット配布や呼びかけ

を行ったほか、日常的にも、災害時や緊急時の対応、振り

込め詐欺の対処法等を啓発するパンフレットや掲示物を館内

に設置して協力していることが評されました。

　「うめとぴあ」の事業やイベント等

を紹介する情報紙を近隣住民や町会・

自治会等へ配布しています。総合プラザ内や

区施設、総合プラザのホームページでも入手

できます。令和3年度は2回発行しました。地域

の皆さんと「うめとぴあ」をつなぐ広報媒体とし

て、多彩な情報を紹介していきます。

東京消防庁世田谷消防署から感謝状 情報紙「うめとぴあ通信」

　世田谷区医師会初期救急診療所に隣接し、夜間
や休日に対応する調剤薬局を運営しています。処
方箋、健康保険証・医療証等を持参した区民等に、
処方箋に基づき薬を調剤してお渡ししています。

世田谷区休日夜間薬局
夜間や休日に対応する調剤薬局

　休日や一般の医療機関の診療終了後に、「急に熱を出した」「急に
吐いてしまった」などの症状で困っている区民等が利用できる診療所
を運営しています。
　平日は小児科（15歳以下、中学生まで）のみの診療となり、比較的
症状が軽い内科的疾患の症状に対し応急的な診療を行っています。

世田谷区医師会初期救急診療所
医療機関時間外の応急的な診療を実施

‥‥‥‥‥‥‥‥［総合プラザとの連携事業］‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥［総合プラザとの連携事業］‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥［総合プラザとの連携事業］‥‥‥‥‥‥‥‥

タニ折り タニ折りp6 p7p5p4



　失語症会話パートナーや、失語症者向け意思

疎通支援者が会話をサポートする集いを開催して

います。言語聴覚士やソーシャルワーカーも参加

して、失語症のある方やその家族、支援者が安

心して会話を楽しめるひとときを提供しています。

対　象　世田谷区在住で失語症のある方とその

家族、支援者

開催日　毎月第３水曜　午後2時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

安心して会話を楽しめるひとときを
失語症サロン

　専門相談課とNPO法人世田谷区視力障害者福

祉協会の協働により、点字をやさしく紹介し、楽

しく練習します。視覚障害のある方の生活やサ

ポート方法等も学べる場です。

対　象　世田谷区在住の方

開催日　毎月第３火曜　午後2時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

視覚障害者が点字を紹介、楽しく練習
点字カフェ

参加方法をわかりやすく掲示 名前や住所を点字打刻して、講師が確認

　「健康度測定」は、医学的検査や体力

テスト、食生活、活動状況、ストレスチ

ェック等の生活状況調査の結果と、長

年蓄積したデータに基づき、こころとか

らだの両面からその人に合った健康づく

りをアドバイス。医師による総合判定を

もとに運動指導員や管理栄養士、保健

師と連携し、健康生活を提案します。こ

れらのデータを基に、健康づくりのヒン

トをホームページで紹介しています。

　また、「がん」に関する相談や、気持

ちが不安になったときの「こころ」の相談

を専門相談員やピア相談員が対応する

とともに、がんやこころの健康に関する

「情報コーナー」を設置しています。

　障害者相談支援事業では、関係機関

と連携しながら、様々な専門職が多様

なニーズに対応しています。

測定結果に基づく健康づくりを個別指導
区民の必要とする様々な相談にも対応

保健センターの
キャラクター「げんき人」

　区民のこころとからだの健康づくりを支援するため、様々なスタッフが専門性を生かし、日々
の運営にあたっています。また、検診をはじめとするがん対策事業や、地域の医療機関の後
方支援として、保険診療によるMRI•CT検査等の各種精密検査を行っています。専門相談機関
として、障害者専門相談、乳幼児育成相談、高次脳機能障害相談支援も実施しています。

世田谷区立保健センター
専門スタッフが健康づくりや障害に関する相談支援に対応

http://www.setagayaku-hokencenter.or.jp/

　認知症ボランティアの活動「せたがやオレン

ジハートアクション（せたOHA）」において企画

し、開催しています。誰でも参加でき、地域の

人と人をつなぐきっかけづくりにも貢献。医療

介護の専門職による身の回りの困りごと等の相

談もできます。

対　象　どなたでも

開催日　偶数月開催

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ　等

地域の認知症ボランティアが企画開催
オレンジカフェ

　認知症の当事者やその家族、関係者、一般の

参加者がタスキをつないでゴールをめざすイベン

トで、世田谷区で初めて開催しました。希望丘公

園をスタートし、烏山川緑道を歩いて総合プラザ

をめざすコースを設定し、近隣のあんしんすこや

かセンター等からの参加もありました。

開催日　　令和3年10月23日

参加人数　約60人

認知症の人と参加者でタスキをつなぐ
RUN伴（ランとも）せたがや

「せたOHA」スタッフと取り組む居場所づくり保健センターのスタッフも準備運動や走行中の運動指導・
見守りで連携

　高齢者の4人に1人は認知症またはそ

の予備軍と言われています。令和2年度

に当センターの認知症初期集中支援チー

ムが携わった事例は110事例。6か月間

の訪問を通して、「認知症のご本人がどの

ような生活を望んでいるか」といった思い

を確認し、住み慣れた地域で暮らし続け

るために、早期対応・早期支援を行いま

す。本人が希望するこれからの生活に向

けて、周りの人の理解が求められます。

　今後も、地域での活躍が期待される

認知症ボランティアグループによる「せた

OHA」の活動を支援し、定期的に認知症

カフェを開催していきます。認知症の当

事者やその家族が安心して出かけられる

居場所づくりを通して理解が深まること

で、穏やかに暮らし続けられると私たち

は考えています。

支援チームで110の事例に対応
認知症カフェで居場所づくりも

世田谷区認知症在宅生活
サポートセンター管理者
永野富美子

　認知症になってからも住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる世田谷をめざして、訪問
サービスによる在宅支援や介護家族の支援、認知症ケアに関する情報の収集や発信等を行っ
ています。あんしんすこやかセンターやケアマネジャー等からの相談や事例検討を通じたスーパ
ービジョン（継続的な訓練で専門的な技術を向上させること）の実施、専門職や区民人材の育
成と活動支援も行い、認知症施策の専門的かつ全区の拠点の役割を担っています。

世田谷区認知症在宅生活サポートセンター
認知症になってからも安心して暮らせる世田谷に

https://setagaya-ninsapo.jp/

　NPO法人世田谷区聴覚障害者協会の方を講師

に迎え、手話に関する初めの一歩を楽しく学ぶ手

話カフェを開催しています。令和3年度の開催では、

あいさつや数字、指文字等を教わり「コミュニケー

ションは『手話』『口話』『筆談』『身振り』そしてな

により、『心』が大切」という表情豊かな講師からの

言葉に、会場はやさしい空気に包まれていました。

対　象　世田谷区在住の方

開催日　毎月第２火曜　午後2時～午後3時

場　所　ふれあいカフェ うめとぴあ

楽しく初めの一歩
手話カフェ

　専門知識・技術、経験に基づいて、一人ひと

りの人生に寄り添い、尊厳を支える介護の仕事。

介護従事者への敬意と感謝を表するための写真

展を開催しました。ポートレートには、従事者自

身の言葉が添えられ、来場者からは「介護の仕事

は人々の尊厳を支え、尊くクリエイティブな仕事と

いうことがわかった」という声が寄せられました。

開催期間　令和3年9月6日～10月6日

場　所　　ふれあいカフェ うめとぴあ

介護の仕事の魅力を自らの言葉で発信
KAiGO PRiDE in Setagaya写真展

継続的に通う人も多い手話カフェ カフェでお茶を楽しみながら仕事について語り合う様子も

　少子高齢社会が進展し、福祉人材不

足が深刻ななか、福祉の理解、人材発

掘、各種研修、事業所の活動支援等に

取り組んでいます。

　成城から移転し、新たな研修事業の

環境が整ったところでコロナ禍となり、事

業の実施方法を見直し、研修や就職面

接会にいち早くオンライン開催を取り入

れました。研修受講者からは、「繰返し

学べる」「時間を有効に使える」と大好評

で、受講者も大幅に増えました。また、

ホームページで誰でも視聴できる感染症

対策等の公開講座も実施しています。

　大学・事業者・区民・行政が一堂に

会するユニークな「せたがや福祉区民学

会」を毎年大学で開催しています。こちら

もオンラインで開催したので、ぜひホー

ムページをご覧ください。

年間90本を超えるオンライン研修　
誰でも学べる公開講座も実施

世田谷区福祉人材育成・
研修センター長
瓜生律子

　福祉の理解の推進と世田谷区の福祉人材の確保・育成・定着に総合的に取り組み、併設の
研修室や介護実習室、調理実習室を活用し、専門知識や技術の向上に向け各種研修を実施し
ています。ハローワーク等と連携し、区内福祉事業所への就職・相談面接会や介護施設見学
会の開催、また、福祉事業所の介護ロボット・ICT等先駆的な取組みの調査・研究も行ってい
ます。小・中・高校生夏休み福祉体験や手話カフェ、写真展等も実施しています。

世田谷区福祉人材育成・研修センター
福祉人材の確保・育成・定着支援を総合的に推進

https://www.setagaya-jinzai.jp/

定期発行物　
「じんざいくん便り」

偶数月発行

健康情報紙　
「げんき人」 年4回発行
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機関誌
「世田谷区にんさぽだより」

年4回発行

診療時間（受付時間は終了時間の30分前まで）

月曜～金曜　　　　　　小児科のみ　　午後7時30分～午後10時30分

土曜　　　　　　　　　小児科・内科　午後5時～午後10時

日曜・祝日・年末年始　  小児科・内科　午前9時～正午、午後1時～午後10時

開局時間

月曜～金曜　　　　　   午後7時30分～午後10時30分

土曜　　　　　　　　  午後5時～午後10時

日曜・祝日・年末年始　午前9時～午後10時

　防火に関する広報を積極的に推進していることが評価され、

令和3年11月5日に東京消防庁世田谷消防署から感謝状を贈

呈されました。令和3年5～6月に消防署・警察署と連携し、

防火・防災に関する来館者へのパンフレット配布や呼びかけ

を行ったほか、日常的にも、災害時や緊急時の対応、振り

込め詐欺の対処法等を啓発するパンフレットや掲示物を館内

に設置して協力していることが評されました。

　「うめとぴあ」の事業やイベント等

を紹介する情報紙を近隣住民や町会・

自治会等へ配布しています。総合プラザ内や

区施設、総合プラザのホームページでも入手

できます。令和3年度は2回発行しました。地域

の皆さんと「うめとぴあ」をつなぐ広報媒体とし

て、多彩な情報を紹介していきます。

東京消防庁世田谷消防署から感謝状 情報紙「うめとぴあ通信」

　世田谷区医師会初期救急診療所に隣接し、夜間
や休日に対応する調剤薬局を運営しています。処
方箋、健康保険証・医療証等を持参した区民等に、
処方箋に基づき薬を調剤してお渡ししています。

世田谷区休日夜間薬局
夜間や休日に対応する調剤薬局

　休日や一般の医療機関の診療終了後に、「急に熱を出した」「急に
吐いてしまった」などの症状で困っている区民等が利用できる診療所
を運営しています。
　平日は小児科（15歳以下、中学生まで）のみの診療となり、比較的
症状が軽い内科的疾患の症状に対し応急的な診療を行っています。

世田谷区医師会初期救急診療所
医療機関時間外の応急的な診療を実施

‥‥‥‥‥‥‥‥［総合プラザとの連携事業］‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥［総合プラザとの連携事業］‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥［総合プラザとの連携事業］‥‥‥‥‥‥‥‥
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